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　近年、大量に発生する廃棄物対策の一環として、

処分場の建設が数多く計画、実施されている。

一方、処分場の遮水工構造基準として、下記基

準のいずれかを満足することが義務づけられ、強

化された（総理府・厚生省令，平成 10 年 6 月）。

①粘土等の層（厚さ t=50cm 以上，透水係数 k=10-6

　cm/s 以下）＋1重シート

② アスファルトコンクリート（厚さ t=5cm 以上，

　透水係数 k=10-７cm/s 以下）＋1重シート

③ 2 重シート

 当社では現地発生土にセメントを混合する“ハ

イパークレイ工法”及びベントナイトを混合する“スーパーベント工法”を開発し、処分場底盤部の施工に

ついては上記基準（①）を満足することを確認し、既に幾つかの実績を有している。

　今回、さらに法面部での適用性の確認を目的として、表-1 に示す現地発生土を対象に一連のフィールドテ

ストを実施した結果、上記の両工法とも十分に実用に供することが判明したので、その概要を報告する。

２．フィールドでの実験概要２．フィールドでの実験概要２．フィールドでの実験概要２．フィールドでの実験概要

　フィールドでの実験に際しては、両工法とも底盤部での実績をもとに、それぞれ次の配合にて行った。

　　　ハイパークレイ：セメント 100kg/ （現地発生土 1 当り）

　　　スーパーベント：ベントナイト混合率 5％，10％，15％（現地発生土乾燥重量当り）

施工方法としては、①予め敷均した現地発生土に所定量のセメント，ベントナイト（いずれも袋詰め）を

撒出す②スタビライザーによる混合攪拌（写真-1）

③ 混合した材料のバックホウによる法面（法面勾

配：1:2.0，法長：11.0m）への撒出し（撒出し厚

：ハイパークレイ，スーパーベントとも 1層 25cm

の 2 層）④ブルドーザ（21t 級）による転圧（転圧

回数：ハイパークレイ 8，12 回，スーパーベント 8

回）（写真-2）⑤バックホウに取付けたローラーに

よる仕上げ転圧（写真-3）の手順で行った。

検証実験においては、①施工性の確認を目的と

する各工程の所要時間の計測とサイクルタイムの

算出②転圧時に RI による転圧回数～乾燥密度の

関係の把握③転圧施工終了後の所定材令時（ハイ　　　　　　写真―１　混合攪拌の状況
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礫　　　　分（％） 20.0 70.0

粒度組成 砂　　　　分（％） 17.0 25.0

細　粒　分（％） 63.0 5.0

最大粒径　Ｄmax(mm) 53.0 75.0

液性限界ＷＬ（％） 63.5 －

ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ 塑性限界ＷＰ（％） 36.3 －

特性 塑性指数Ⅰp 27.2 －

自然含水比Ｗn（％） 41.2 9.2

締固め

特性

最大乾燥密度

ρdmax(ｇ/cm3)

1.249 1.842

最適含水比Ｗｏｐｔ（％） 37.0 13.2



　　　　　図―２　法面での転圧施工の状況　　　　　　　図―３　ローラーによる仕上げ転圧の状況

パークレイ：材令 28 日経過時，スーパーベント：転圧終了直後）に原位置においてブロックサンプリングに

より採取した試料をもとに室内で透水試験を実施した。
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ハイパークレイ工法，スーパーベント工法の各検証結果をとりまとめて表-1 に示したが、法面部への適用

性として、各工法について次のことを確認した。

① 各工法の対象土の性質は異なるものの、法勾配 1:2.0 の範囲においては、両工法ともある程度ブルドーザ

による転圧効果が期待できる（ハイパークレイ：Dc=85～90％，スーパーベント：Dc=94～99％）。

② ブルドーザによる転圧のケースでは、両工法とも共同命令（総理府・厚生省令）の基準値を満足する（ハ

イパークレイ k=8.3～2.0×10-７cm/s，スーパーベント：k=1.7×10-７～3.7×10-８cm/s）。

③ ハイパークレイ工法のケースではセメンテーション効果が期待できることから、ローラー転圧だけでも透

水係数 k=2.8×10-６cm/s を確保することが判明したが、若干セメント量を増加させることにより基準値を

満足することも可能であり、さらに急勾配の法面への適用も考えられる。

４．４．４．４．    あとがきあとがきあとがきあとがき

今回、ハイパークレイ工法，スーパーベント工法の法面部への適用性の調査目的として行った一連のフィ

ールドでの検証結果を紹介したが、今後は両工法の多分野への適用をも検討する方針である。

表―２　検証結果一覧表
（ハイパークレイ） （スーパーベント）

試験 セメント 転圧仕様 締固め度 透水係数 試験 ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 転圧仕様 締固め度 透水係数 ｋ(cm/S)

位置 添加量 Ｄc(%) ｋ(cm/S) 位置 混合率 Ｄc(%) １回目 ２回目

底　盤

50cm×１層

８回転圧 88.8 4.0×10-7 5%

25cm×１層

４回転圧 96.5 - -

25cm×２層

８回転圧 87.1 6.1×10-7
25cm×１層

８回転圧 99.5 1.5×10-7 1.7×10-7

100kg/m3 25cm×２層

４回転圧 88.7 2.0×10-7
法　面

10%

25cm×１層

４回転圧 94.7 - -

法　面 25cm×２層

８回転圧 88.7 8.1×10-7
(1:2.0) 25cm×１層

８回転圧 94.6 3.7×10-8 7.4×10-8

(1:2.0) 25cm×２層

１２回転圧 90.1 8.3×10-7 15%

25cm×２層

４回転圧 88.9 - -

25cm×２層

ローラー

転圧のみ

85.4 2.8×10-6
25cm×２層

８回転圧 94.0 3.7×10-8 4.5×10-8
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